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今
月
は
、阿
蘇
ホ
タ
ル
の
会
会
長
の
湯
浅
陸
雄
さ
ん
に�

環
境
づ
く
り
に
対
す
る
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

「
環
境
月
間
に
思
う
」�

湯
浅
　
陸
雄
さ
ん 

り
く   

お�

　
�

�　
毎
年
阿
蘇
で
の
、
ホ
タ
ル
の
発

生
は
、6
月
10
日
頃
で
あ
る
。
昨
年

の
調
査
に
よ
る
と
、
阿
蘇
市
で
の

発
生
地
は
60
ヵ
所
を
数
え
た
。
地

域
に
お
い
て
発
生
の
日
は
異
な
る
。

ま
ず
6
月
上
旬
は
、
温
泉
水
の
混

入
す
る
、
内
牧
、
車
帰
、
折
戸
等

で
発
生
を
見
る
。
そ
の
次
に
発
生

す
る
の
は
、
水
温
む
6
月
中
旬
の

田
園
地
帯
。
冷
た
い
山
水
の
混
入

す
る
北
外
輪
山
水
系
は
、
さ
ら
に

4
〜
5
日
遅
れ
て
発
生
す
る
の
が

例
年
の
習
慣
で
あ
る
。
昭
和
60
年

代
に
阿
蘇
で
も
発
見
さ
れ
た
、
陸

生
「
ヒ
メ
ホ
タ
ル
」
は
道
路
拡
張

工
事
に
よ
る
掘
削
の
た
め
今
は
生

息
し
て
い
な
い
。�

　
阿
蘇
は
山
林
地
帯
が
多
い
の
で
、

ど
こ
か
に
た
く
さ
ん
の
ヒ
メ
ホ
タ

ル
が
確
認
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

今
後
の
調
査
に
委
ね
た
い
。�

　
6
月
中
旬
以
降
に
北
外
輪
の
端

辺
の
河
川
で
発
生
す
る
「
源
氏
ホ

タ
ル
」
は
数
が
少
な
い
点
か
ら
か
、

発
光
「
点
滅
」
時
間
が
長
い
の
が

特
徴
で
あ
る
。�

　
関
東
や
東
北
の
ホ
タ
ル
の
点
滅

は
九
州
の
ホ
タ
ル
よ
り
長
い
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
阿
蘇
の
北
外
輪

山
端
辺
の
ホ
タ
ル
は
、
個
体
数
が

少
な
い
た
め
に
雌
ホ
タ
ル
へ
の
シ

グ
ナ
ル
が
長
い
の
で
は
と
、
ホ
タ

ル
研
究
者
の
大
場
信
義
先
生
は
申

さ
れ
て
い
る
。�

　
阿
蘇
に
は
、
ま
た
、
特
別
な
ホ

タ
ル
が
い
る
。8
月
中
旬
「
お
盆
」

の
頃
に
発
生
す
る
「
オ
ク
レ
ボ
タ
ル
」

で
、
阿
蘇
地
方
で
は
「
幽
霊
ホ
タ
ル
」

と
も
言
う
。
水
田
地
帯
に
僅
か
な

数
で
は
あ
る
が
発
生
す
る
。
ま
た
、

8
月
中
旬
以
降
に
発
生
す
る
陸
生

ホ
タ
ル
の
「
オ
バ
ホ
タ
ル
」
は
竹
薮
、

森
林
の
中
で
見
ら
れ
る
。
数
は
少

な
い
が
発
生
件
数
は
多
い
。
雄
ホ

タ
ル
は
飛
翔
で
き
る
が
、
雌
ホ
タ

ル
は
幼
虫
の
形
で
飛
翔
は
出
来
な
い
。

そ
の
他
陸
生
ホ
タ
ル
の
「
マ
ド
ホ

タ
ル
」
も
い
る
が
生
態
が
充
分
に

確
認
出
来
て
い
な
い
。
陸
生
ホ
タ

ル
の
餌
は
主
に
「
マ
イ
マ
イ
」
と

言
う
巻
貝
を
捕
食
し
て
い
る
。
阿

蘇
ホ
タ
ル
の
会
で
は
、
発
生
地
の

基
本
調
査
と
し
て
、
毎
年
発
生
地

の
確
認
を
行
う
。
ホ
タ
ル
は
水
と

の
関
係
が
深
い
た
め
に
、
昨
年
か

ら
阿
蘇
市
の
源
流
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
坂
梨
〜
赤
水
ま
で
の
北

外
輪
山
水
系
、
昨
年
は
流
れ
の
大

小
を
問
わ
ず
88
ヶ
所
の
水
系
が
確

認
さ
れ
た
。
本
年
も
6
月
に
南
外

輪
の
源
流
調
査
を
計
画
し
て
い
る
。�

　
一
の
宮
町
に
も
ホ
タ
ル
の
会
の

組
織
が
あ
る
た
め
に
、
互
い
に
情

報
を
共
有
し
な
が
ら
、
自
然
保
護
、

水
質
汚
染
、
環
境
浄
化
等
を
推
進

し
て
行
き
た
い
。�

　
本
年
も
環
境
月
間
を
迎
え
る
が
、

私
た
ち
の
地
域
で
も
、
内
牧
街
の

裏
手
を
流
れ
る
、「
花
原
川
堤
防
」

の
草
刈
を
毎
年
連
休
明
け
か
ら
始

め
る
の
が
慣
例
で
あ
る
。
堤
防
両

岸
4
キ
ロ
の
草
刈
を
す
る
。
年
5
回
、

秋
ま
で
実
施
す
る
の
で
、
草
は
芝

状
に
な
り
景
観
も
良
く
な
り
、
散

歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
等
の
人
も
多
く

な
る
。
さ
ら
に
企
業
等
の
合
宿
・

マ
ラ
ソ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
環
境
整
備
を
す
る

事
で
、
阿
蘇
市
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。
私
の

知
る
限
り
阿
蘇
市
で
も
た
く
さ
ん

の
方
々
が
地
域
の
環
境
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。�

　
先
般
、
内
牧
区
長
会
と
旅
館
組

合
と
合
同
で
黒
川
堤
防
の
テ
ン
グ

ス
病
の
除
去
作
業
を
実
施
し
た
。

共
同
の
作
業
は
初
め
て
の
企
画
で

あ
り
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。�

　
今
後
は
、
色
々
な
組
織
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
共
に
地
域
の
発

展
に
努
力
し
、
多
く
の
住
民
が
環

境
に
対
し
理
解
を
深
め
、
こ
の
阿

蘇
の
自
然
を
生
か
し
歴
史
や
文
化

を
探
求
し
て
、
広
く
阿
蘇
市
を

P
R
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。

住
民
が
互
い
に
汗
す
る
活
動
が
求

め
ら
れ
る
時
代
で
あ
る
。
常
に
動

い
て
い
な
い
と
、
町
全
体
が
良
く

な
ら
な
い
。
自
ら
汗
す
る
活
動
こ
そ
、

行
政
も
応
援
出
来
る
要
素
で
あ
る
。

国
も
県
も
市
町
村
も
こ
れ
か
ら
は
、

緊
迫
し
た
財
政
で
あ
る
事
は
疑
い

の
無
い
事
で
あ
り
、
身
近
な
自
分

た
ち
で
出
来
る
事
か
ら
改
善
し
て

行
く
事
や
無
駄
を
省
く
活
動
も
必

要
で
あ
り
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
和
が
要
求
さ
れ
る
時

代
背
景
と
な
っ
て
き
た
。
行
政
の

中
に
若
い
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

拠
点
を
設
け
、
将
来
の
阿
蘇
市
発

展
の
基
礎
を
確
立
す
る
政
策
も
求

め
ら
れ
る
。
地
域
の
モ
デ
ル
地
区

等
を
作
り
、
広
報
誌
等
で
発
表
し

て
行
き
、
多
く
の
波
及
効
果
を
見

出
す
の
も
効
果
的
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
点
、
今
阿
蘇
市
が
実
施
し
て

い
る
、
地
域
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
等

は
時
限
に
適
う
良
い
制
度
で
は
な

か
ろ
う
か
。
欲
を
申
せ
ば
、
環
境

モ
デ
ル
地
域
の
認
定
制
度
等
立
案

す
れ
ば
更
な
る
励
み
に
な
り
、
農

村
で
は
昔
の
ま
ま
の
里
山
の
原
風

景
が
残
り
、
の
ど
か
な
桃
源
郷
の

確
立
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

様
な
事
を
考
え
る
時
　
環
境
週
間

の
時
ば
か
り
で
は
な
く
、
外
に
阿

蘇
市
固
有
の
「
美
化
の
日
」
設
定

等
は
如
何
だ
ろ
う
。�

　
阿
蘇
市
に
は
1
1
7
の
行
政
区

が
あ
る
。
一
つ
の
区
が
一
つ
の
目

的
を
持
っ
て
、
環
境
や
町
興
し
に

努
力
す
る
な
ら
ば
、
立
派
な
景
観

づ
く
り
や
、
市
の
活
性
化
が
出
来

る
と
思
う
。�

　
私
は
今
、
熊
本
県
で
一
番
美
し

い
「
村
づ
く
り
」
を
目
標
に
　
地

域
役
員
の
方
と
相
談
を
し
な
が
ら

努
力
中
で
あ
る
。
空
き
腹
に
飯
食

っ
た
様
な
効
果
は
期
待
し
な
い
が
、

地
味
に
黙
々
と
活
動
を
続
け
れ
ば
、

必
ず
花
開
く
時
期
が
来
る
と
信
じ

て
い
る
。�
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